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父上ー！！

比叡山と並ぶ仏教の中心
地・南都を歴訪し、法相宗、

三論宗、華厳宗の最高レベルの
学僧と議論を行う。

漫画で辿る

法然の生涯
平安時代末期に、美作国
（現在の岡山県）の武士の
家の跡取りとして誕生。

父は仏の道を究めるよう遺言し、勢至丸は
叔父が住職を務める「菩提寺」に入る。

叔父は勢至丸の秀でた才能に気付
き、勢至丸を最高学府・比叡山延暦

寺へ送る。勢至丸は15歳で剃髪、受戒。

夜襲を受けて父を亡くす。

比叡山の中心から離れ、浄土信仰
の盛んな隠遁の地・黒谷で学問を
深める。

比叡山の経蔵に籠もり、約20年
の間に一切経を5回読破する。

中国唐代の高僧・善導大
師の著書からひらめく。

東山の吉水に草庵を構えた法然
のもとを多くの人が訪れ、教えを
請うようになる。

後に浄土真
宗を開く親

鸞が法然の弟子に
なる。

法然の新しい教えは立場の異なる教団から批判を浴び、
法然は流罪になってしまう。

しかし、すぐに京に戻れず、摂
津国で数年を過ごし、79歳に

してようやく帰京が叶う。

しかし、すぐに京に戻れず、摂
津国で数年を過ごし、79歳に

してようやく帰京が叶う。

九条兼実の働きかけな
どにより、法然は１年足
らずで赦免となる。

九条兼実の働きかけな
どにより、法然は１年足
らずで赦免となる。

念仏を称えながら
往生を迎える。

＊阿弥陀三尊が来迎する様子は
「法然上人絵伝」などに描かれる。

その後、専修念仏の教えは、数多くの弟子たちに
より日本全国に広まっていった。江戸時代には徳
川将軍家の帰依によって大きく発展を遂げる。

「勢至菩薩」に
ちなんで、「勢至丸」と

名付けよう

その教えは
現代に至るまで連綿と
受け継がれ、今年
立教開宗850年を
迎えました。

9歳

18歳
しかし、この末法の時代に
人々が救われる道は
見出せなかった…

ただ一心に念仏を称えれば
救われ、極楽往生できる！

＊浄土宗ではこの年を立教開宗の年とする。

何と素晴らしい
才能の持ち主だ！

仏の道を
　究めよ…

13歳9歳

18歳

79歳 80歳

69歳 74～75歳

24歳 43歳

讃岐国
（現在の香川県

）

　　へ流罪ー！

さぬき

延暦寺の僧侶

専修念仏の停止
を！

興福寺

浄土宗批判の文書
「興福寺奏状」を
朝廷に提出！
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今日から
「法然房源空」
と名を改めよ
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その後、比叡山を
下り、京都西山の
広谷に居を移す。

く じょう
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つ

かねざね

関白・九条兼実が「教えの
重要部分をまとめてほし

い」と法然に頼み、法然は『選択
本願念仏集』を著す。

せんちゃく

ほんがんねんぶつしゅう

たど

しゃめん

66歳

倉時代、日本仏教に革命をもたらした法然（1133～1212）。ただ念仏だけを
称えることで救われ、極楽往生ができるという教えは、貴族から庶民に至るまで
多くの人 に々支持されました。それまで貴族などを中心に信仰されていた浄土

教が、民衆へと広まるきっかけを作ったのです。
　2024年は、法然が浄土宗を開いてから850年の節目に当たります。これを機に、浄土
宗ゆかりの名宝をご紹介する特別展「法然と極楽浄土」を京都国立博物館で開催します。
　法然が生涯の多くを過ごした京都には、ゆかりの寺院もいっぱい！ 展覧会と一緒に巡っ
て、法然の教えや生き方に触れてみてください。戦争、天災、疫病などに苦悩を深めた時
代、人 の々救済を目指した法然の姿は、現代の転換期を生きる私たちにもヒントを与えてく
れることでしょう。京都マップ

ねんほう
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江戸時代・17世紀
香川・法然寺蔵

※本展では、涅槃像と群像の
一部を展示します。

こちらの作品は
撮影もお楽しみいただけます。

◆仏涅槃群像

法然が教えのエッセンスを　　
まとめた浄土宗の根本宗典   

◆重要文化財 選択本願念仏集
鎌倉時代・12～13世紀
京都・廬山寺蔵
［展示期間：前期］

数万人の思いが詰まった
法然上人一周忌の仏像

念仏を称えながら往生を待つ人のもとへ、阿弥陀如来
と諸菩薩が急ぎ来迎する様を描いた鎌倉仏画の傑作

法然の生涯を
伝える伝記絵の集大成

壮大なスケールの
　　　　立体涅槃群像！

PHOTO OK！

【主催】京都国立博物館、NHK京都放送局、NHKエンタープライズ近畿、読売新聞社
【特別協賛】キヤノン、大和証券グループ、Ｔ＆Ｄ保険グループ、明治ホールディングス
【協賛】JR東日本、清水建設、竹中工務店、三井住友銀行、三井不動産、三菱ガス化学、三菱地所、三菱商事
【特別協力】浄土宗開宗850年慶讃委員会、文化庁　　【協力】NISSHA

京都国立博物館　KYOTO NATIONAL MUSEUM
［平成知新館・東山七条］

2024年10月8日（火）～12月1日（日）
※会期中、一部の作品は下記以外にも展示替を行います。
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前期展示：10月8日（火）～11月4日（月・休）　後期展示：11月6日（水）～12月1日（日）
主な展示替 ※毎週金曜日は午後８時まで　※入館は各閉館の30分前まで

午前9時～午後5時30分開館時間

※ただし、10月14日（月・祝）、11月4日（月・休）は
　開館し、10月15日（火）、11月5日（火）休館

休 館 日 月曜日

観 覧 料 当日一般1,800円ほか
公式サイト https://tsumugu.yomiuri.co.jp/honen2024-25/
お問い合わせ 075-525-2473（テレホンサービス）
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本展の収益の一部は、「紡ぐプロ
ジェクト」における文化財の修
理事業に充てられます。

全部で
48巻もある
大長編ですぞ。

修理後初公開！

浄
土
の
世
界
を

ご
堪
能
下
さ
い…
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京都縦貫自動車道

光明寺

廬山寺

清水寺阿弥陀堂

蓮華王院三十三間堂内法然塔

二尊院

知恩院

金戒光明寺

百萬遍知恩寺
清浄華院

誓願寺

永観堂禅林寺

午前9時～午後4時（午後4時 30分閉門）
京阪電車祇園四条駅から徒歩約10分

　法然が浄土宗の教えを説いた
吉水の草庵の故地であり、法然が
往生した地でもあるところに、弟
子・源智が1234年に建立。徳川
家康が菩提寺と定めて大伽藍が
造営され、2代将軍・秀忠が建て
た日本最大級の木造の三門や経
蔵、3代将軍・家光により建立され
た御影堂（国宝）など境内には歴
史的な建造物が点在する。

総本山　知恩院
ち おん いん

こう みょう じ えい かん どう ぜん りん じ せい がん じ
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午前9時～午後4時
市バス岡崎道下車、徒歩約10分

　1175年頃、比叡山を下りた
法然が石に腰掛けて念仏を称
えたところ、紫色の雲が湧き上
がって光明が差したことからこの
地に庵を結び、寺院を開いたと
いう。法然の弟子らによって整え
られた伽藍は、応仁の乱によっ
て焼失してしまうが、信長、秀吉
の庇護を受け、江戸時代には徳
川家の援助を得て復興した。

大本山　金戒光明寺

午前9時～午後5時
市バス百万遍下車すぐ

　もとは賀茂神社の神領にあっ
た神宮寺で、比叡山を下りた法
然が民衆に専修念仏の教えを
説く日々を過ごしたという。その
後、弟子の源智が継いで、法然
への恩を知る寺として知恩寺と名
付けた。後醍醐天皇の時代、七
日七夜で百万遍の念仏を称え
続け、疫病を封じたことにより、「百
万遍」の号を賜ったと伝わる。

大本山　百萬遍知恩寺

午前10時～午後4時
京阪出町柳駅から徒歩約10分

　平安時代初期、清和天皇
の勅願で天台宗の慈覚大師
円仁が宮中に建立した禁裏
内道場がはじまり。後に法然
の教えに感銘を受けた後白
河上皇が道場を法然に下賜
し、浄土宗に改められた。室
町時代には皇室と幕府の帰
依を受けて発展し、浄土宗が
大教団となる礎を築いた。

大本山　清浄華院

総本山　光明寺

午前9時～午後4時
JR長岡京駅・阪急長岡天神駅から
阪急バス旭が丘ホーム前下車徒歩約2分

　比叡山を下りた法然が、吉水
に草庵を結ぶ前、初めて念仏の
教えを説いた地。後に弟子の蓮
生（熊谷直実）が念仏三昧院を
建てたのが寺のはじまり。1227年
に延暦寺の僧徒が法然の墓を
破却したことを受け、遺骸が当所
に移され、荼毘に付された。以来、
光明寺は法然の遺廟の聖地とし
て信仰を集めている。

総本山　永観堂禅林寺

午前9時～午後5時
市バス南禅寺永観堂道下車、
徒歩約３分

　平安時代初期、真言密教の道
場として創建されたが、第7代住職
に永観が就いたことにより念仏道
場としての一面が加わり、中世に浄
土宗寺院へ転向していった。念仏
を称えながら行道する永観を阿弥
陀如来が振り返り、「永観遅し」と
言ったという伝承が有名。本尊の
みかえり阿弥陀如来を拝もうと、今
も多くの人々が訪れる。

総本山　誓願寺

午前9時～午後5時
市バス河原町三条下車、徒歩約5分

　飛鳥時代に奈良に創建さ
れ、法然が興福寺の蔵俊僧
都から寺を譲り受けて以降、
浄土宗の聖地となった。豊臣
秀吉の命により現在の地に移
転。清少納言、和泉式部、秀
吉の側室の松の丸殿が帰依
し、女人往生の寺としても名高
い。また、落語発祥の寺として
も親しまれている。

「そうだ、浄土宗寺院を巡ろう」
浄土宗開宗850年を記念して、気軽にお参りして
ほしいという思いから開発されたアプリ「そうだ、
浄土宗寺院を巡ろう」には、さまざまな機能があり
ます。寺院巡りのお供に、ぜひご活用ください。

長岡京市

よう かん

しゅんそう

ず

ぞう

❶GPS機能でラクラク寺院巡り　
❷わくわく楽しく　スタンプラリー
❸参拝して貯めよう　参拝寺（まいれいじ）ポイント
❹撮影した写真のアルバム機能
❺オプション機能　スマホ御朱印

浄土宗公式アプリ

そうあんよしみず

げん　ち

が　らん

じんぐう　じ

ご　だい　ご　

せんじゅねんぶつ

せい　わ

ちょくがん

ご　しら

か　し

き

え

かわ

じ　かくだい　し

えんにん

れん

せい

だ　び

ゆいびょう

くま　がいなおざね ねんぶつざんまいいん

様々なイベント情報もチェックしよう！

ダウンロード
はこちらから

　「清水の舞台」と親しまれる国宝・清水寺本堂の舞台から東に
望まれる大堂。ここで鎌倉時代の初め、法然が僧侶らを前に、犯
した罪を懺悔させる説戒を行い、阿弥陀如来の本願を頼んで念
仏すれば、極楽往生できると説いた。これにより多くの人 が々念仏
を始め、本堂は日本初の常行念仏道場と称されるようになった。
午前6時～午後6時（季節により変動あり）
市バス清水道下車、徒歩約10分

北法相宗  清水寺阿弥陀堂

　京都御所の東、紫式部の邸宅跡に位置する。平安時代中期、
慈恵大師良源が北山に開いたことに始まり、幾度もの移転を経て
現在の地に至る。鎌倉時代には、法然に帰依した住心房覚瑜が
寺を復興し、円（天台宗）・密（密教）・戒（律宗）・浄（浄土教）の四
宗兼学寺院となった。法然自筆の「選択本願念仏集」を伝える。
午前9時～午後4時
京阪出町柳駅から徒歩約10分

天台圓浄宗  廬山寺

　平安時代初期、慈覚大師円仁が創建。法然がここを常行念
仏堂とし、弟子たちを教え導いたとされる。後に師の教えを曲解し、
行き過ぎた行為を取る弟子も現れ、法然は他宗からの厳しい非
難を浴びることになった。この際、門人の行動を正すために法然
がしたためた「七箇条制誡」を伝えている。

鎌倉時代・元久元年（1204）　［展示期間：後期］
本文のあとには法然以下、門弟たちが署名し、その数は百九十名にのぼる。
※二尊院では「七箇条制誡」の複製が常時公開されています。

午前9時～午後4時30分 JR嵯峨野駅から徒歩約15分

天台宗  二尊院

◆重要文化財 七箇条制誡
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　1001体の千手観音が安置されていることで有名な本堂の東側に
「南無阿弥陀仏」と六字名号を刻んだ石碑「法然塔」が建つ。1204
年の後白河法皇の13回忌法要に際し、土御門天皇の要請で法然
が声楽に秀でた僧侶を集めて法要を行い、「南無阿弥陀仏」と書写し
て参集した人 に々分け与えたという出来事を記念して建立されたもの。
午前8時30分～午後5時（11月16日から3月末までは午前9時～午後4時）
京阪七条駅から徒歩約7分

天台宗  蓮華王院三十三間堂内法然塔
れん げ おういんさんじゅうさんげんどう ほうない ねんとう

せんちゃくほんがんねんぶつしゅう
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